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巻　頭　言

臨床実践家と教育研究者の強みの融合による本学会のさらなる発展を願って

岩手看護学会は，2007 年 6 月，岩手県における「看護学の研究を共有し，実践的研究ならびに
基礎的研究を一層充実させ，看護学の基盤を確実なものにしていく」（設立総会の趣旨より抜粋）
ことを目的として設立されました．
それから約 7年，本年 10 月 18 日には第 7回学術集会が，山内一史会長のもと「根拠に基づく看
護実践」をテーマに開催され，21 演題の発表 222 名の参加者がありました．学び追究し発展する
力をもつ臨床の皆さん，看護の発展のために学生をともに育てている教育機関の看護教員の方々，
社会人として成長した卒業生，向上心に満ちた大学院生，活躍している大学院修了生等 ･･･，県内
の看護に様々な立場で関わっている多くの人々が一同に会すこの機会は大変貴重と考えます．
私は現在，評議員，編集委員，学術集会企画委員として携わらせていただいていますが，その活
動の中で感じていることがあります．臨床の実践家と大学の教育研究者，あるいは看護師・助産師・
保健師・養護教諭など，様々な背景をもつ人々と共働することは，それぞれの立場における考え・
行動に触れることになります．そこで自分自身が知ること，考えること，振り返ること，見つめな
おすことがたくさんありました．看護の発展において重要な，教育と臨床あるいは専門職同士の連
携・協働の縮図があるように感じています．
日本看護協会の平成 25 年の資料によれば，岩手は看護師等養成学校数が全国 37 位であり，看護
教育研究者は他県に比較し少ないことが推測されます．一方，人口 10 万対の就業者数は 23 位で全
国平均を上回っており，臨床実践家の数は決して少なくありません．是非，そのマンパワーのある
実践家の皆さんの強みと教育研究者の強みを融合させ連携・協働していければと考えます．そして，
今後さらに，本学会における臨床実践家と教育研究者による取り組みが，岩手県の看護の発展に寄
与できることを願っています．

　平成 26 年 12 月
岩手県立大学　看護学部　

高　橋　有　里
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〈原著論文〉

心臓血管外科手術患者の褥瘡予防のための
局所除圧に関する実証的研究

室岡陽子 1）　武田利明 2）

１）岩手県立大学大学院看護学研究科博士後期課程　２）岩手県立大学看護学部

要旨
深部静脈血栓症予防として使用されている間歇的空気圧迫装置を健常者の臀部に使用すること
によって局所部位の除圧が得られ，また血流にも変化をもたらすことが明らかとなった．そこで
手術中の褥瘡予防として心臓血管外科手術中の患者に対し，この装置を臀部に用いて褥瘡の発生
予防についての検討を試みた．心臓血管外科手術患者 46 名を対象に装置使用群，装置非使用群
での仙骨部周囲の皮膚変化を観察したところ，使用群では非使用群より有意に皮膚の発赤が少な
かった（P=0.000）．また低体温管理の手術での皮膚の表面温度においては，装置使用群の方が温
度を高く保持することが出来た．これは間歇的空気圧迫装置の使用により，皮膚局所の血流が改
善した結果と考えられ，この装置は褥瘡予防に役立つことが明らかとなった．しかし，装置を使
用しても血管収縮剤の使用量が増加した場合には褥瘡は発生しやすくなり（P=0.000），予防管理
が必要であることも明らかとなった．

キーワード：褥瘡予防，心臓血管外科，手術，用具

はじめに
手術室での褥瘡発生は，長時間の手術や特殊体位の

手術に多く認められる 1）と言われている．特に心臓
血管外科手術中の褥瘡発生要因には血管収縮剤使用に
伴う血流障害の関与があげられている 2）3）が，それは
疾患の特性上やむを得ない状況である．しかし，褥瘡
発生により患者のQOLは低下してしまうため，その
ような状況下でも褥瘡発生を可能な限り予防するため
の方法を検討した．手術中という特殊な環境下での管
理であり，手術室で一般的に使用されているウレタン
マットレスと併用でき，術野に影響を与えない用具は
ないかと模索した結果，深部静脈血栓症予防として使
用されている間歇的空気圧迫装置に着目した．この装
置は，通常下肢に付属のシート（以下スリーブとする）
を巻いて使用する装置であるが，スリーブを広げて用
いることにより，エアクッションのように膨らむこと
から除圧が期待できると考えた．常時空気の入ってい
るエアマットレスは術野への影響を考えると使用困難
であるが，間歇的空気圧迫装置のスリーブを広げて使
用することにより，術野に影響を与えず局所部位の除

圧が可能になるのではないかと考えた．
そこで本研究は，健常者においてこの装置の効果と
安全性を確認し，その上で心臓血管外科手術中の患者
における使用の有用性を検討することを目的とした．

研究方法
【研究Ⅰ】
間歇的空気圧迫装置を用いた実験を行う際，使用す
る装置は本来下肢にスリーブを巻いて使用するが，今
回は、スリーブを広げて局所に敷いて使用する本来と
は異なる用い方をするため，使用による安全性を担保
するとともに，局所部位に使用することでの除圧効果
の基礎的なデータを得ることを目的とした．
１．対象
被験者は研究の趣旨に賛同し，同意が得られた健
常成人 18 名（全員医療従事者）を対象とした． 
２．方法
間歇的空気圧迫装置の使用の有無における仙骨部
体圧の変化を比較検討した．
１）手順
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<Original Article>

An Empirical Study of Local Decompression for Prevention of 
Pressure Ulcers in Patients Undergoing Cardiovascular Surgery 

Yoko Murooka1）　Toshiaki Takeda2）

1） Iwate Prefectural University Graduate School of Nursing, Graduate School Doctoral Program, 
2） Faculty of Nursing, Iwate Prefectural University

Abstract
　This study investigated the use of an intermittent pneumatic compression device, normally employed 
for prophylaxis of deep vein thrombosis in healthy individuals, to bring about local changes in blood flow and 
depressurization around the buttocks, and thus prevent pressure ulcers, in patients undergoing cardiovascular 
surgery. Among the 46 patients, those in whom the device was used had less redness of the skin than those 
in whom the device was not used (P = 0.000). The surface temperature of the skin in patients who received 
hypothermia management was higher in those treated using the device. We considered that local blood flow in 
the skin had been improved by use of the intermittent pneumatic compression device, thus helping to prevent 
pressure sores. However, we found that if the amount of vasoconstrictor increased even when using the device, 
pressure ulcers were easily generated (P = 0.000), suggesting that prevention and control are required. On the 
basis of our findings, we consider that this intermittent pneumatic compression device is useful for prevention of 
pressure ulcers.

Keywords： pressure ulcer prevention, cardiovascular surgery, surgery, tool
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〈研究報告〉

周産期に子どもを亡くした経験をもつ母親の次子の育児の特徴

― 上子との育児の違いを通して ―

伊藤静香 1）　　蛎崎奈津子 2）

1）東京医科大学病院　　2）岩手県立大学看護学部

要旨
周産期に子どもを亡くした経験をもつ母親の語りから，子どもの喪失を経験した後の次子の育
児にどのような特徴があるのかを明らかにすることを目的に，上の子と次子との間に新生児・乳
児死亡を経験した母親 2名を対象に半構造化面接を実施した．
その結果，周産期に子どもを亡くした母親の次子の育児の特徴として，【悲嘆過程とともに育
児をしている】をコアカテゴリーとした【また亡くすという不安の中で育児する】，【亡くした児
を重ねて一緒に育児する】，【上の子を思いながら育児する】，【命の大切さを誰よりも知ってほし
いと願いながら育児する】という一般的な経産婦の育児とは異なる特徴を表す 4つのカテゴリー
が見出された．周産期に子どもを亡くした経験をもつ母親は，悲嘆過程のなかで複雑で不安定な
気持ちを抱えながら子どもたちの育児を行っていた．次子の妊娠期から育児期にわたっての継続
的な支援の必要性が示唆された．

キーワード：周産期の喪失，次子の妊娠，育児，悲嘆過程

はじめに
母親にとって新たな命をお腹に宿し，その命を失う
ことは耐えがたい苦痛であり，自分のお腹の中で育て
てきた大切なわが子を亡くすという経験は長く親のな
かにあり続ける．実際、著者が流産・死産・新生児死
亡を体験した家族のセルフ・ヘルプグループの会に参
加した際には，ほとんどの母親が亡くなった子どもは
自分のなかに生きており，ずっと自分を見守ってくれ
ていると話していた．またそのような気持ちは，次子
が産まれたあともずっと続いており，次子を亡くなっ
た子どもの生まれ変わりなのではないかと思ったと話
す母親もいた．一般に周産期に子どもを亡くした母親
がすぐに次の妊娠を考えることは珍しいことではな
く，これはこのような母親特有のニーズといえる．
死産を経験した後の妊娠・出産の状況に関する國
分 1）の研究によると，悲嘆から回復した目安とされる
「亡くなった人を心痛めることなく思い出すことがで
きる」という状況を迎えた後に，次子の妊娠・出産に
移行すれば，過去の死産にほとんど影響されることな
く次子との新たな母子関係の形成をして，妊娠中に妊
娠への肯定感を抱いたり，出産後に子育ての喜びを語

ることができたと述べている．また，悲嘆から回復し
ていない状況のままに次子の妊娠に移行すれば，死産
体験が影響して妊娠への肯定感をもてず，次子との新
たな母子関係の形成過程に一時的な停滞が起こり，出
産後１年以上も次子への関心が薄かったり，あるいは
死産児と次子との区別ができずに次子を受け入れにく
くなるのではないかと述べている．一方で，花原ら 2）

は，死産後の母親は，死産が受け入れられず，気持ち
が切り替えられないという思いの反面，死産後の次子
を無事に産んで安心したいという次子妊娠希望への思
いも併せもっている . それは死産児を認めることがで
きたという気持ちにも大きく影響し，次子を無事に産
めたという体験が，死産に対する悲嘆作業を促進させ
ることや，死産体験の肯定化につながると述べてい
る．また，次子の妊娠・出産で共通して言えることは，
母親たちは 1人の子どもを失うという死産体験が影響
して，常に胎児の死を意識して何が起こるかわからな
いという再発の怖れを持ち続け，児が無事出生したこ
とにより長い不安の時期から解放されて直後は安心感
を得ていたが，その後は児の状態に少しでも変化があ
ると強い不安を感じ，また今回の児も失うのではない
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<Research Report>

The Features of the Following Child Care
after Perinatal Loss 

Shizuka Ito1）,   Natsuko Kakizaki2）

1）Tokyo Medical University Hospital,   2）Iwate Prefectural University

Key words: perinatal loss, pregnancy of the following child, child care, grief process
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〈研究報告〉

公的臍帯血バンクが存在しない地域における

臍帯血バンクに対する母親たちの認識の実態

横道紅子 1）　蛎崎奈津子 2）

1）岩手医科大学附属病院　2）岩手県立大学看護学部

要旨
　公的臍帯血バンクの存在しない地域における子育て中の母親たちの公的臍帯血バンクに対す
る認知度や必要性に関する現状を明らかにすることを目的に，56 名の母親を対象に自記式質問
紙調査を行った．回答不備を除いた 52 名を分析対象とし，集計・分析を行った結果，公的臍帯
血バンクの認知度は 27 名（51.9％）と想定よりも高かった．そして認知している者のうち 24 名，
認知していない者のうち 23 名，計 47 名（90.4％）が臍帯血の提供に肯定的であった．また，公
的臍帯血バンクの普及に向けた自由記述からは，多くの母親が詳しい情報提供の場を必要として
いることが把握できた．今後は全国での提携採取施設の早期設立が望まれるが，それと並行し適
切な情報提供に向けた教育システムなど医療者側の環境整備，行政と連携して一般市民に対する
普及活動の充実が重要であると考えられた．

キーワード：公的臍帯血バンク，臍帯血移植，認識，母親

はじめに
臍帯血移植とは，臍帯や胎盤に含まれる臍帯血の中
に造血幹細胞が多量に含まれており，その臍帯血を使
用することで白血病などの血液疾患や難病の患者に有
効的な造血幹細胞移植療法の 1つとして確立されてい
るものである．また，臍帯血には造血幹細胞なども多
く含まれていることから，再生医療としても注目され
研究が進められている．我が国では，白血病などで造
血幹細胞移植を必要とする者は，年間約 2,000 ～ 2,500
人と推計されており，このうち血縁ドナーの見つかる
者は約 30％（600 人）で，その他約 70％（1,600 人）
は非血縁ドナー（骨髄バンクまたは臍帯血バンク）を
必要としている 1）．
臍帯血移植は骨髄移植に比べて，臍帯に直接穿刺し
て血液を採取するため，それに伴う疼痛はなく，ドナー
にかかる負担が皆無である点，HLA抗原の制約が低
くドナープールが少なくてすむ点，移植後の移植片
対宿主病（GVHD）の発症頻度が低くかつ程度が軽い
点，コーディネートの必要がなく患者の必要に合わせ
て迅速に供給できる点などの特徴をもつといわれてい
る 2）．一方で母親からの同意を得る必要があること，
採取量に限界があり移植に必要な細胞数を確保する必

要があること，分娩時に採取した臍帯血を移植時まで
冷凍保管する施設が必要であり，設備投資を含む経費
が多くかかること 2），健診などによる出産後の対応が
不十分な点もあり 3），臍帯血が有効に活用されていな
いといった課題も多く存在している．
1995 年に我が国で最初の公的臍帯血バンクが設立
され，1999 年には日本臍帯血バンクネットワークが
発足し，11 の臍帯血バンクが加入した 4）．しかし，
法律的な裏付けがないまま運営してきた臍帯血バンク
事業は，経済的理由などにより事業運営の継続が困難
な現状にあった．そこで 2012 年 4 月より，これまで
日本赤十字社の各地血液センターの自発的な事業で
あったものを，正式に血液事業の関連事業として位置
付け，日本赤十字社による統一した方針のもとに臍帯
血バンク事業を実施することになった 5）．また，2012
年 9 月 6 日に衆議院本会議において全会一致で移植に
用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律
（造血幹細胞移植推進法）が成立し，2014 年 1 月 1
日より施行された．これまで 11 の公的臍帯血バンク
で運営されてきた日本臍帯血バンクは 7の公的臍帯血
バンクとなり，正式に国の事業として推進されていく
ことになった．診療報酬の改定で臍帯血移植は，骨髄
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<Research Report>

Mothers’ Recognitions towards Cord Blood Banks
in Area without a Public Cord Blood Bank

Kouko Yokomichi1），Natsuko Kakizaki2）

1）Iwate Medical University Hospital，2）Iwate Prefectural University

Keywords: public cord blood bank, cord blood transplant, recognition, mother

９）中澤紀代子，為我井恵子，和田峰香，堀田まゆみ，
加藤俊一，他．臍帯血保存に関する意識調査．神奈
川母性衛生学会誌 1999；2（1）：8-12．
10）水元陽子他．妊婦の臍帯血バンクに対する意識に
ついて．母性衛生 2000-9；41（3）：266． 
11）片岡陽子，朝日譲治，久米美代子．臍帯血バンク
に対する母親の意識調査について．日本ウーマンズ
ヘルス学会誌 2003；2：27-28．
12）須郷美智子，片岡陽子，高田圭，小畑清一郎，高

橋恒夫．公的臍帯血バンクに協力する母親へのア
ンケート調査．日本輸血学会雑誌 2003；49（2）：
339．
13）水元陽子，岡崎涼子，岸本優子，萩尾みゆき，藤
田真理子，他．臍帯血バンクへの臍帯血提供に対す
る妊婦および採取協力施設職員の意識調査．母性衛
生 2005；46（3） ：1

（2014 年 8 月 21 日受付，2014 年 10 月 16 日受理） 
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〈研究報告〉

看護系女子大学生の

子宮頸がん検診受診を阻害する因子とその改善策

舘澤奈々美 1）　アンガホッファ司寿子 2）　蛎崎奈津子 2）

1）岩手医科大学附属病院　2）岩手県立大学

要旨
看護系女子大学生の子宮頸がん検診の受診状況ならびに子宮頸がん検診を受診しない原因と改
善策を明らかにすることを目的に，A大学 3・4 年の看護系女子大学生を対象に無記名自記式質
問紙を用い調査を行った．その結果，大半の者が未受診者であり，その多くは婦人科受診の意識
に関わる部分を阻害因子として捉えていた．【個人の意識に関わる阻害因子】では「時間がない」
「受けることが面倒」という項目が，【初めての検診を受診することに関する阻害因子】では「きっ
かけがない」「受け方がわからない」「学校以外の健康診断を自分で希望して受けた経験がない」
という項目が阻害因子として挙がった．検診未受診者が望む改善策としては「検診の手順，流れ
について」「受診できる場所について」など情報提供に関するものや「専門職から」情報提供を
得たいと考える者が多かった．看護系女子大生の子宮頸がん受診率の向上に向けた初回受診およ
び継続受診を促すための具体的な改善策に対する示唆を得た．

キーワード：子宮頸がん検診，看護系女子大学生，阻害因子，改善策

はじめに
　日本では近年，20 歳代から 30 歳代の女性で子宮頸
がんの発症率，死亡数が増加しており，この年代で最
も多いがんとなっている 1）．近年，初交年齢の若年化
や性行為の多様化が進んでいることで，子宮頸がんの
原因となりうるヒトパピローマウイルス（以下HPV）
の感染機会が若年化・蔓延化したことが原因と考えら
れる．一方，最近では，日本の 20 歳代で発症する子
宮頸がんの約 9割を，30 歳代で発症する子宮頸がん
の約 8割を防止できる可能性があるHPVワクチン 2）

が注目され始めた．しかしHPVワクチンは，最も子
宮頸がんを発症しやすいHPV16 型，18 型の感染を予
防できるワクチンであり，たとえHPVワクチンを全
ての女性が接種しても，子宮頸がんの約 30％は依然
として予防できないといわれている 3）．さらに，すで
に性交経験がある人の予防効果は，経験のない人の半
分から 3分の 1でしかないことや，年齢が進むほど予
防効果は落ちる2）ことも報告されている．このように，
ワクチン接種のみでは子宮頸がんを予防することは困
難である．

　このような現状のもと，子宮頸がんを予防する最
も確実で信頼できる手段として，子宮頸がん検診が
挙げられる 4）．子宮頸がんは，その前段階で検出して
簡便な治療をすることによって子宮頸がんの発生そ
のものを予防することが可能である 4）．我が国の子宮
頸がん検診の精度管理は欧米諸国と比べて同等以上
の水準にある 5）．検診の受診を通し，子宮頸がんの早
期発見・早期治療が高い確率で可能となる．これに
より妊孕力は保たれ，成熟期の女性の子宮頸がんに
よる死亡率の増加や子宮摘出率の増加は抑えられる．
　しかし，実際に子宮頸がんの受診率をみてみると，
先進諸国が軒並み 60％以上の受診率を示しているの
に対し，日本はその 1/3 にすぎない 6）．2005 年 4 月
からは子宮頸がん検診開始年齢が 30 歳から 20 歳に
引き下げられたが，地域保健・健康増進事業報告に
よると，25 歳以下のがん検診者は約 5％であり 7），若
年者の子宮頸がん検診受診に向けたさらなる啓発運
動が必要であると考えられる．また，平成 22 年度の
国民生活基礎調査においては，20 ～ 29 歳女性の子宮
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産業医科大学雑誌 2009；31（2）：181-193．
６）樋口真理子，岩坂剛．子宮頸がん一次・二次予防．
臨床婦人科産科 2011；65（10）：1206-1211．
７）田中京子，藤井多久磨，青木大輔．子宮頸がんを
めぐる最近の話題．産婦人科治療 2011；102（6）：   
903-909． 
８）松浦祐介，川越俊典，土岐尚之，蜂須賀徹，柏村
正道．日本における子宮頸がん検診の現状と課題．
産業医科大学雑誌 2009；31（2）：181-193．
９）荒川一郎，新野由子．若年女性の健康を考える子
宮頸がん予防ワクチン接種の意義と課題．厚生の指
標 2009；56（10）：1-6．
10）植田政嗣，田路英作，布引　治ほか．子宮頸がん
検診の現状と展望．産婦人科治療 2011；102：910-
916．
11）松本千明．医療・保健スタッフのための健康行動
理論の基礎　生活習慣病を中心に．医歯薬出版株式
会社；東京 2003．
12）日本ピアカウンセリング・ピアエデュケーション

研究会，ピアカウンセリング・ピアエデュケーショ
ンとは，
　http://www.jpcaea.net/pia.html（2012.09.20）
13）公益社団法人，東京都看護協会，東京エイズピア・
エデュケーション，エイズピアエデュケーションと
は，
　http://www.tna.or.jp/dnn/tabid/128/language/ja-
JP/Default.aspx
14）百々瀬いづみ，丸岡里香，中出佳操．ピア・ エショ
ンを取り入れた高校生への健康教育－運動と食教育
－．天使大学紀要 2009；9：33-41．
15）百々瀬いづみ，山部秀子，ピア・エデュケーショ
ンによる栄養学科学生の栄養教育の実施．天使大学
紀要 2011；11：47-55．
16）岡本祐子，松下美和子．女性のためのライフサイ
クル心理学．福村出版株式会社 1994；東京：112-
113．
 

　（2014 年 9 月 1 日受付，2014 年 11 月 5 日受理）

<Research　Report>

Barrier Factors and Promotion Strategies of Cervix Cancer 
Checkup among Female Nursing College Students

Nanami Tatesawa1），Shizuko Angerhofer2），Natsuko Kakizaki2）

1）Iwate Medical University Hospital，2）Iwate Prefectural University

Keywords: cervix cancer checkup, female nursing college students, barrier factors, promotion strategies
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会　　告（1） 

第８回岩手看護学会学術集会のご案内
　
　第８回岩手看護学会学術集会を下記の通り開催します．会員の皆様をはじめ多数のご参加をお待ちしています．

期　　日：平成 27 年 10 月 17 日（土）
会　　場：岩手県立大学　講堂・共通講義棟
会　　長：上林美保子（岩手県立大学）

メインテーマ：「岩手版地域包括ケアの構築を目指して」

会長講演：上林美保子（岩手県立大学）
特別講演：岸　恵美子（帝京大学医療技術学部看護学科）

 2014 年 12 月
 第８回岩手看護学会学術集会
 会長　上林美保子（岩手県立大学）
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平成26年度岩手看護学会第2回理事会

日　時：平成 26 年 9 月 28 日（日）10：00 ～ 12：00
会　場：いわて県民情報交流センター（アイーナ）7階　岩手県立大学アイーナキャンパス学習室 5
出席者：山内，石井，岩渕，上林，蛎崎，小嶋，菖蒲澤，千田，千葉，福島，松川，松本，齋藤
委任状提出者：箱石
配布資料：１．庶務報告（会員状況および入退会）

２．広報委員会報告　
３．投稿規則改正（案）
４．平成 26 年度予算（案）
５．平成 27 年度事業方針（案）
６．評議員会次第（案）
７．総会次第（案）

１．開会
　千田理事より，出席者 13 名，委任状 1名により理事会成立が宣言された．
２．理事長挨拶
　山内理事長より開会の挨拶があった．
３．議事
　１）報告事項
　　（1）庶務報告
　　　　岩渕理事より資料１について説明があった．8月 31 日現在会員数 233 名で，平成 26 年度の入会者は 35

名と学術集会発表のために伸びている．平成 25 年度退会者は 38 名でありそのうち年会費滞納にて理事会
承認の退会者は 21名と，今までで一番多い人数であった．現在の会費未納者は，平成 26年度は 108 名となっ
ている．平成 26 年度から入会者申込用紙と会費振込み用紙には自宅の住所を記載するように様式を変更し
ており，住所不明者が出ないように努めている．引き続き未納者には会誌送付時に呼び掛けていく．

　　（2）編集委員会報告
　　　　上林理事より報告があった．6月に学会誌を発行し，次号に向けて準備を進めている．最近は投稿数が増

えているため，投稿促進のために例年学術集会の窓口で開催していたオープンカフェは企画せずに，投稿
の仕方をわかりやすくまとめたリーフレットを学術集会で置くことにした． 

　　（3）第 7回学術集会企画委員会報告
　　　　千田理事より報告があった．演題数は21題であり，例年通りの申込みがあった．事前登録が少なめであり，

参加の呼びかけを促していく予定である．

　２）審議事項
　　（1）投稿規則改正（案）について
　　　　上林理事より資料 3について説明があった．論文投稿について，テンプレートはあるものの図表の体裁

を整えることへの難しさが壁となっている意見が以前からあったことを踏まえ，図表の掲載について条件
を緩和した．また，テンプレートを使用する方法に加え，テンプレートを使用せずにワードで作成した場
合でも投稿できるように規定に加えたことについて，使い慣れているワードで作成できるためやりやすい
と意見があった．テンプレートへ加工する作業は業者に依頼するために経費はかかるが，予算配分を見直
したところ実現可能であることから，投稿へのしやすさを考えテンプレートの使用は必須ではないことに
ついて承認された．総会での報告事項とする．
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　　（2）平成 26 年度予算（案）
　松川理事より資料 4について説明があった．前回の理事会で，様式については当該年度の収支，支出の状
況がわかるように様式を改めることが承認されたため、新様式で作成した．また、めんこいセミナーは岩手
県立大学看護実践研究センター事業からの補助として 8万円を受けているので収入に記載し，支出も現状に
合わせて見直した．支出を一部修正し，承認された．

　　（3）平成 27 年度事業方針（案）
　小嶋理事より、資料5について説明があった．26年度と同様に事業をすることで承認された．昨年度から「事
業方針」として総会で諮ることとなったため、今年度の総会でも諮っていくことを確認した．

　　（4）評議員会次第（案）
　小嶋理事より資料 6について説明があり、承認された．

　　（5）総会次第（案）
　小嶋理事より資料 7について説明があった．議長は会則により学術集会会長と規定されているが今回の会
長は理事長でもあることから土屋陽子氏に依頼し，議事録署名人は，総会出席者を確認してから行なうこと
とした．議事について「投稿規則改正について」は削除し，以下の通りとすることとした．
　1）会則の改正（案），2）平成 25 年度事業報告（案），3）平成 25 年度収支決算報告および会計監査（案），4）
平成 26 年度事業計画，5）平成 26 年度予算（案），6）平成 27 年度事業方針（案），7）第 9回学術集会会長の
選出，8）その他

　　（6）会員入退会について
　　　　小嶋理事より 9月分入会者の承認について 10 月初めにメールにて依頼をする説明があった．
　　（7）その他
　　　・めんこいセミナー講師

　小嶋理事より平成 26 年度めんこいセミナーの講師の候補について説明があった．今年度も学術集会とは
別日で岩手県立大学看護実践研究センターとの共催で開催することから，筑波大学の川口孝泰先生に依頼し
たところ快諾が得られた報告があった．日にちと場所を検討し，平成 27 年 1 月 24 日の午前，アイーナでの
開催を第一候補として評議員会で意見ももらうことにした．会員のメリットを感じてもらうためにも非会員
は参加費を設定することや，事業収入を上げるためにもめんこいセミナーで参加費を設定することも検討し
てはどうかと意見もあり，評議員会でも意見をもらうことにした．

　　　・名誉会員について
　千田理事より学会に貢献した名誉会員を置く学会も多いが，本学会はどのようにしていくのが良いのか話
題提供があった．学会の規模や学会の目的にもよっても違う，置く場合は学会への貢献内容の基準について
議論が必要と意見があった．また名誉会員を置くかどうかより，会員を増やすこと，退会者を少なくするこ
とが優先であるとの意見もあり，今後，議論を継続することにした．

　３）その他
　蛎崎理事より，会員の入退会の承認のためのメール会議を毎月実施することについて意見があった．学術
集会発表や学会誌投稿の時期には入会者が多く，特に上半期は多いが下半期は少ない現状がある．これから
の下半期は月 1回で開催してみて，今後，月１回の開催については検討することにした．

　
以上

（文責：岩渕）
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平成26年度　岩手看護学会評議員会　議事録

日　　時：平成 26 年 9 月 28 日（日）14：00 ～ 15：45
会　　場：いわて県民情報交流センター（アイーナ）7階　学習室５
出 席 者：山内，石井，岩渕，上林，蛎崎，小嶋，菖蒲澤，田辺，千田，千葉，土屋，中下，松川，齋藤
委 任 状：安藤，遠藤，福島，箱石
欠 席 者：高橋，松本
配布資料：資料１．理事会報告
 ２．庶務報告
 ３．広報委員会活動報告
 ４．会則の改正 
 ５．投稿規則改正（案）
 ６．平成 25 年度事業報告（案）
 ７．平成 25 年度収支決算報告および会計監査報告（案）
 ８．平成 26 年度事業計画（案）
 ９．平成 26 年予算（案） 
 10．平成 27 年度事業方針（案）

１．開　会
　出席者 14 名，委任状 4名で評議員会の成立が確認された．

２．理事長挨拶
　山内理事長より開会の挨拶があった．

３．報　告
１）理事会報告

　資料 1について，小嶋理事より報告があった．
２）庶務報告

　資料 2について，岩渕理事より報告があった．平成 25 年度退会者は 38 名でありそのうち年会費滞納にて
理事会承認の退会者は 21 名と，今までで一番多い人数であった．平成 26 年度から入会者申込用紙と会費振
込み用紙には自宅の住所を記載するように様式を変更しており，引き続き未納者には会誌送付時に呼び掛け
ていく．

３）編集委員会活動報告
　上林理事より報告があった．最近は投稿数が増えているため，投稿促進のために例年学術集会の窓口で開
催していたオープンカフェは企画せずに，投稿の仕方をわかりやすくまとめたリーフレットを学術集会で置
くことにした．また，次年度から発行時期が 5月と 11 月と変更になったことが平成 26 年度第 1回理事会で
承認されており，今回の 8巻 2号は 12 月発行としては最後の年となる． 

４）広報委員会報告
　資料 3について，菖蒲澤理事より昨年 10 月に委員会となり活動していることについて報告があった．26
年 1 月に滝沢市になったことから，新しくリーフレットを作成したので活用していく予定である．

４．議　事
１）会則の改正

　資料 4について，小嶋理事より滝沢市になったことによる住所の変更のための会則の変更について説明が
あり，承認された．

２）投稿規則改正（案）
　資料 5について，上林理事より説明があった．論文投稿について，テンプレートはあるものの図表の体裁
を整えることへの難しさが壁となっている意見が以前からあったことを踏まえ，図表の掲載について条件を
緩和した．また，テンプレートを使用する方法に加え，テンプレートを使用せずにワードで作成した場合で
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も投稿できるように規定に加えた．異議なく承認された．今後，両方の方法で投稿状況を見ていく予定である．
３）平成 25 年度事業報告（案）

　資料 6について，小嶋理事より説明があった．めんこいセミナーは，昨年度は学術集会とは別日とし，岩
手県立大学看護実践研究センターとの共催にて開催した。参加者 71 名で非会員は 7割を占めていた．事後
アンケートからも利便性や時期が良かった意見も多く寄せられた．異議なく承認された．

４）平成 25 年度収支決算および会計監査について（案）
　資料 7について，松川理事より説明があった．雑収入が 590 円合わないと意見があり，内容を理事で確認
してから総会で提出することで承認された．

５）平成 26 年度事業計画（案）
　資料 9について，小嶋理事より説明があり異議なく承認された．

６）平成 26 年度予算（案）
　資料 8について，松川理事より説明があった．今年度から当該年度の収支，支出の状況がわかるように様
式を改めて作成し，めんこいセミナーは岩手県立大学看護実践研究センター事業からの補助 8万円を受けて
いるので収入に記載した．補助金の「平成 25 年度修正予算」は斜線を入れる，予備費が多くこの様式に変
更した説明が必要であると意見があった．また，資料 7の収支決算報告はめんこいセミナーの補助金が計上
されていないため，次年度の報告では会場費等のセミナーの経費がどのくらいかかっているのか記載が必要
であると意見があった．補助金の「平成 25 年度修正予算」は斜線を入れることで承認された．

７）平成 27 年度事業方針（案）
　資料10について，小嶋理事より説明があった．27年度は選挙の年であるため「評議員・役員選挙」を追加し，
総会でも予告をすることを確認した．また、選挙にかかる事務費を増額して計上することが必要であると意
見があった． 

８）第 9回学術集会会長の選出について
　山内理事長より，平成 28 年度の学術集会会長に福島裕子氏（岩手県大学）を推薦し総会に諮ることが提
案され，異議なく承認された．

９）その他
　めんこいセミナーについて，小嶋理事より筑波大学の川口孝泰先生に依頼したところ快諾が得られ平成
27 年 1 月 24 日の 10 時から 12 時まで開催予定である報告があった．参加費について会員のメリットを考え
て非会員から徴収することについて，金額や名目（参加費、資料代）の意見があった．検討した結果，「参
加費（資料代を含む）」として，今回は非会員から 1000 円を徴収することで参加の動向をみて，次年度の検
討へつなげることにした．

５．その他
　第 8回学術集会について，上林美保子氏（岩手県立大学）より，平成 27 年 10 月 17 日（土）に開催される
ことが報告された．

６．閉会

（文責：岩渕）
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岩手看護学会会則

　　第一章　総　則
第１条　本会は，岩手看護学会（Iwate Society of Nursing Science） と称す．
第２条　本会の事務局を，岩手県立大学看護学部内（〒 020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52）に置く．
第３条　本会は，看護学の発展と会員相互の学術的研鑽をはかることを目的とする．
第４条　本会は，第３条の目的を達成するため次の事業を行う．
　（１）　学術集会の開催
　（２）　学会誌の発行
　（３）　その他本会の目的達成に必要な事業

　　第二章　会　員
第５条　本会の会員は，本会の目的に賛同し看護を実践・研究する者ならびに看護に関心のある者で，所定の年

会費を納入し，理事会の承認を得た者をいう．
第６条　本会に入会を認められた者は，所定の年会費を納入しなければならない．
第７条　会員は，次の理由によりその資格を喪失する．
　（１）　退会
　（２）　会費の滞納（２年間）
　（３）　死亡または失踪宣告
　（４）　除名
２　退会を希望する会員は，理事会へ退会届を提出しなければならない．
３　本会の名誉を傷つけ，または本会の目的に反する行為のあった会員は，評議員会の議を経て理事長が除名す
ることができる．

　　第三章　役員・評議員および学術集会会長
第８条　本会に次の役員をおき，その任期は３年とし再任を妨げない．但し，引き続き６年を超えて在任するこ

とはできない．
　（１）　理事長　　　　　　１名
　（２）　副理事長　　　　　１名
　（３）　理事　　　　　　　10 数名（理事長　副理事長を含む）
　（４）　監事　　　　　　　２名
第９条　役員の選出は，次のとおりとする．
　（１）　理事長は，理事の互選により選出し，評議員会の議を経て総会の承認を得る．
　（２）　副理事長は，理事の中から理事長が指名し，評議員会の議を経て総会の承認を得る．
　（３）　理事および監事は，評議員会で評議員の中から選出し，総会の承認を得る．
第 10 条　役員は次の職務を行う．
　（１）　理事長は，本会を代表し，会務を統括する．
　（２）　副理事長は，理事長を補佐し，理事長に事故あるときはこれを代行する．
　（３）　理事は，理事会を組織し，会務を執行する．
　（４）　監事は，本会の事業および会計を監査する．
第 11 条　本会に，評議員を置く．評議員の定数及び選出方法は，別に定める．
第 12 条　評議員の任期は，３年とし再任を妨げない．但し，引き続き６年を超えて在任することはできない．
第 13 条　評議員は，評議員会を組織し，この会則に定める事項のほかに理事長の諮問に応じ，本会の運営に関

する重要事項を審議する．
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第 14 条　本会に，学術集会会長を置く．
第 15 条　学術集会会長は，評議員会で会員の中から選出し，総会の承認を得る．
第 16 条　学術集会会長の任期は，1年とし再任は認めない．
第 17 条　学術集会会長は，学術集会を主宰する．

　　第四章　会　議
第 18 条　本会に，次の会議を置く．
　（１）　理事会
　（２）　評議員会
　（３）　総会
第 19 条　理事会は，理事長が招集し，その議長となる．
２　理事会は，毎年１回以上開催する．但し，理事の３分の 1以上から請求があったときは，理事長は，臨時に
理事会を開催しなければならない．
３　理事会は，理事の過半数の出席をもって成立とする．
第 20 条　評議員会は，理事長が招集しその議長となる．
２　評議員会は，毎年１回開催する．但し，評議員の３分の 1以上から請求があったときおよび理事会が必要と
認めたとき，理事長は，臨時に評議員会を開催しなければならない．
３　評議員会は，評議員の過半数の出席をもって成立とする．
第 21 条　総会は，理事長が召集し，学術集会会長が議長となる．
２　総会は，毎年１回開催する．但し，会員の５分の１以上から請求があったときおよび理事会が必要と認めた
とき，理事長は，臨時に総会を開催しなければならない．
３　総会は，会員の 10 分の１以上の出席または委任状をもって成立とする．
第 22 条　総会は，この会則に定める事項のほか次の事項を議決する．
　（１）　事業計画および収支予算
　（２）　事業報告および収支決算
　（３）　その他理事会が必要と認めた事項
第 23 条　総会における議事は，出席会員の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる．

　　第五章　学術集会
第 24 条　学術集会は，毎年 1回開催する．
第 25 条　学術集会会長は，学術集会の運営および演題の選定について審議するため，学術集会企画委員を委嘱し，

委員会を組織する．

　　第六章　委員会
第 26 条　本会は，円滑な学会運営のために委員会を組織する．
　（１）　編集委員会
　（２）　広報委員会

　　第七章　会　計
第 27 条　本会の会計年度は，毎年 4月 1日に始まり翌年 3月 31 日で終わる．

　　第八章　会則の変更
第 28 条　本会の会則を変更する場合は，理事会および評議員会の議を経て総会の承認を必要とする．
２　前項の承認は，第 23 条の規定にかかわらず出席者の 3分 2以上の賛成を必要とする．
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　　第九章　雑　則
第 29 条　この会則に定めるもののほか，本会の運営に必要な事項は，別に定める．

附　則
この会則は，平成 19 年 6 月 23 日から施行する．
　１）平成 25 年 10 月 19 日，一部改正（委員会）．
　２）平成 26 年 4 月 12 日，一部改正（総則、事務局住所）
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岩手看護学会　役員名簿（2014年 10月現在）

理 事 長 山内　一史 岩手県立大学

副理事長 石井　真紀子 岩手医科大学附属病院

理　　事 岩渕　光子（庶務） 岩手県立大学

上林　美保子（編集委員長） 岩手県立大学

蛎崎　奈津子（副編集委員長） 岩手県立大学

小嶋　美沙子（庶務） 岩手県立大学

菖蒲澤　幸子（副広報委員長） 盛岡赤十字病院

千田　睦美（庶務） 岩手県立大学

千葉　澄子（会計） 滝沢市役所

福島　裕子（広報委員長） 岩手県立大学

松川久美子（会計） 岩手県立大学

松本　知子（副編集委員長） 岩手県看護協会

監　　事 齋藤　貴子 日本赤十字秋田看護大学

箱石　惠子 岩手県立宮古病院

評 議 員 安藤　里恵 岩手県立大学

遠藤　良仁 岩手県立大学

高橋　有里 岩手県立大学

田辺有理子 横浜市立大学医学部看護学科

土屋　陽子 岩手県立大学

中下　玲子 岩手県立紫波総合高等学校

（五十音順，敬称略）
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岩手看護学会入会手続き

　本学会への入会を希望される方は，以下の要領に従ってご記入の上，入会申込書を岩手看護学会
事務局までご返送ください．

１．入会申込書に必要事項をもれなくご記入ください．「実践・関心領域」や「最終卒業校」の未
記載が多くなっております．すべての項目を必ずご記入ください．提出された書類は返却いたし
ませんのでご注意下さい．

２．入会申込書は楷書ではっきりとお書きください．

３．「会員名簿記載の可否」欄では，どちらかに○をつけ，「項目掲載の可否」欄には記載してよい
情報にレ印をお書きください．会員名簿記載が可の場合，レ印のある情報に関して会員名簿に記
載いたします．

４．入会申込書に年会費の払込金受領証（コピー）を添付し，下記事務局まで郵送してください．
（1）年会費 5,000 円です．会員の種類は正会員のみです．
（2）郵便局に備え付けてある郵便振替払込用紙，または当学会が作成した払込用紙にて年会費を

お振り込みください．

　　

・口座番号： ０２２１０－６－８９９３２
・加入者名：　岩手看護学会

　　　　≪ご注意≫「払込金受領証」を必ず受け取り，受領印があることをご確認ください．

（3）振込手数料は入会希望者がご負担ください．
（4）「払込金受領証」のコピーまたは原紙を入会申込書の裏に貼付してください．
（5）入会申込書を封書でお送りください．
　　　　≪ご注意≫ 振り込み手続きだけでは入会申し込みは完了いたしません．

入会申込書を必ずお送りください．

５．入会申込は，随時受け付けています．　

＜事務局＞〒 020－0693　岩手県滝沢市巣子 152－52
　　　　　岩手県立大学看護学部内　岩手看護学会事務局　千田　睦美
　　　　　FAX：019－694－2273　　E-mail：iwatekango@ml.iwate-pu.ac.jp　　　　
　　　　　HP：http://isns.jp/
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.（事務局記載欄）　　　　　　　　　　　　

岩手看護学会　入会申込書
岩手看護学会理事長　殿

貴会の趣旨に賛同し会員として入会いたします．

申　込　日 平成（　　　）年（　　　）月（　　　）日

氏　　　名

フリガナ 性　別

1．男　　2．女

現在の職種
（ひとつに○）

　1．保健師　　　　　2．助産師　　　　　3．看護師　
　4．准看護師　　　　5．養護教諭　　　　6．看護教員
　7．その他（　　　　　　　　　　　　）

勤務先住所

〒

TEL：　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：

自宅先住所

〒

TEL：　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：

郵便物送付先
（どちらかに○） 　　　　　１．勤務先　　　　　２．自宅

最終卒業校

実践・関心領域

注 1）性別・郵送物送付先・職種については各欄のいずれかの番号に丸をお付けください．
注 2）裏面に年会費払込金受領証のコピーを必ず添付してください．

添付のない場合は入会申込が無効となります．
「実践・関心領域」や「最終卒業校」の未記載が多くなっております．すべての項目を必ずご記入

ください．
必要事項を記入し，郵送にて下記の事務局までお送りくださいますようよろしくお願いいたします．
＜事務局＞〒 020－0693　岩手県滝沢市巣子 152－52
　　　　　　　　　　　　岩手県立大学看護学部内　岩手看護学会事務局　千田睦美
　　　　　FAX：　019－694－2273　E-mail：　iwatekango@ml.iwate-pu.ac.jp
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Journal of Iwate Society of Nursing Science Submission Guidelines 
 

1.  General Guidelines 

(1)  The Journal of Iwate Society of Nursing Science is published by the Society two times a year for the purpose of 

sharing research results in nursing. 

(2)�  The editorial committee is established by the Society to carry out publishing responsibilities. 

(3)�  The journal is published online and on paper. 

 

2.� Submission Rules 

(1)� Qualifications for Submission 

1)� The first author listed must be a member of the Society. 

2)� Authors requested by the Society are exempt from the preceding qualification. 

3)� Authors residing outside Japan are not required to be members of the Society. 

4)� Other authors may be qualified by the editorial committee. 

(2)� Article Categories 

Articles published in the Journal must be review articles, original articles, case reports, research reports, brief 

reports and others, which are unpublished.  In the review process, the editorial committee may suggest a 

change in categories. 

࣭� Review Article 

A comprehensive evaluation and discussion based on a critical review of literature concerning a 

specific theme in nursing. 

࣭� Original Article 

     A research article in nursing with originality, including new knowledge and systematically 

describing research results.  It should contain clear significance for knowledge in nursing science.  

It must be presented systematically consisting of purpose, method, results, discussion and conclusion. 

࣭� Case Report 

     A report of a valuable clinical example of nursing.  It will provide beneficial information for nursing 

practice and nursing science. 

࣭� Research Report 

     A research article in nursing with a significant research conclusion, which will be recognized as 

contributing to the development of nursing science.  The article must consist of purpose, method, 

results, discussion and conclusion. 

 㺃� Brief Report 

     A short research article in nursing containing new knowledge, expected to contribute to the 

development of nursing science.  The article must consist of purpose, method, results, discussion and 

conclusion. 

࣭� Other articles (Issue, Practice Report, Material, etc.) 

     Articles in nursing science. 

(3)� Article Submission 
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Articles should be submitted online. 

(4)� Review Process 

The decision on submitted articles concerning acceptance for publication is carried out by the editorial 

committee, based on the evaluation of two anonymous reviewers at the request of the committee.  If there are 

differences of opinion between the reviewers, an additional reviewer will be requested.  The review is 

conducted in accordance with the reviewing standards and guidelines.   

If the author does not respond to the editorial committee’s comments on modifications for more than three 

months, the article will automatically be rejected. 

(5)� Editing 

The publication sequence of articles and other editorial issues are performed by the editorial committee. 

(6)� Proofs 

The first proofreading will be conducted by the author.  Corrections by the author will be limited to the 

correction of words and phrases.  Further proofreading will be performed by the editorial committee. 

(7)� Reprints 

The author may ask for reprints in blocks of 10 copies during the proofreading process.  The cost will be the 

responsibility of the author. 

(8)� Ethical Considerations 

Research on human subjects or animals must include a statement of ethical consideration.  The ethical 

standards written below must be fulfilled.  The research protocol must be approved by the Ethical Committee 

of the institution. 

࣭� Research on the human body must follow the “Helsinki Declaration”. 

࣭� Research on animals must meet the ethical standards of the “Iwate Prefectural University Ethical 

Provisions for Animal Experiments” or other similar standards. 

࣭� Investigative research studies must meet the ethical standards of the “Ethical Guidelines on 

Epidemiologic Study” or similar standards. 

࣭� Research on the human genome and genetic analysis must meet the ethical standards of the “Ethical 

Guidelines for Human Genome and Genetic Analysis” and “Guidelines for Clinical Research on Gene 

Therapy” or similar standards. 

(9)�  Submission Procedures 

1)� Articles should be submitted through the Iwate Society of Nursing Science web site by attaching the file of 

article.  The submitter also should write ձName of the first author, ղMembership number, ճ

Affiliation, մPostal address including postal code, յE-mail address, նTitle of the article, շCategory of 

the article. Submission checklist should be attached. 

 

2)� Once the editorial committee has confirmed that the submitted article conforms to the submission rules, 

the submission procedures are completed and this date is considered the date of receipt.  The date when 

the editorial committee accepts the article for publication, based on the reviewers’ evaluation, is 

considered the date of acceptance. 

3)� The author of an article accepted for publication for which a joint research agreement and ethical 
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screening report are necessary must supply those documents to the editorial committee within two weeks 

of notification of acceptance of the article. 

4)� The author may request a proof of publication for the article after the date of acceptance. 

(10)�  Publication Costs 

The costs for publication are free.  However, publication costs of color photographs are the responsibility of 

the author.   

 

3.� Writing Guidelines 

(1)� Description of the Article 

1)  The submitted article is to be in Japanese or English, using A4 page settings and written in MS Word. 

2)  The length of the article must be no longer than the page limits described below.  The page count is 

inclusive of all parts of the article: title, abstract, main text, references, tables, and figures. 

࣭�Review Article: 6,500 words 

(Maximum 12 pages using the template, Maximum 25 pages without the template) 

࣭�Original Article: 6,500 words 

 (Maximum 12 pages using the template, Maximum 25 pages without the template) 

࣭�Case Report: 4,000 words 

(Maximum 8 pages using the template, Maximum 16 pages without the template) 

࣭�Research Report: 6,500 words 

 (Maximum 12 pages using the template, Maximum 25 without the template) 

࣭�Brief Report: 2,500 words 

 (Maximum 4 pages using the template, Maximum 8 pages without the template) 

࣭�Other articles: The editorial committee will decide on the length of the article according to content. 

3)� Measurements and measurement symbols should conform to System International (SI) units. 

4)� An abstract of 250 words should be attached to articles .  

5)� Five or fewer keywords should be included in all articles. 

6)� The format of the article should be as follows: 

� (ϸ) With the template  

࣭� The article should be presented in the following order: title, name of the author, affiliation, abstract, 

keywords, text, references. 

࣭� The text and references should be two-columned, 44 lines in 10 point font and everything else should 

be in one column. 

࣭� The top and bottom margins should be set at 25mm and the left and right margins should be set at 

20mm.  Margins will be used by the editorial committee to display page numbers, the name, volume 

and number of the journal and the dates of receipt and acceptance. 

࣭� The title should be in 16 point font. 

࣭� The typeset for English text should be Times New Roman. 

࣭� The abstract should be indented by 15mm. 

࣭� Insertion of Diagrams: 
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࣭Figures and tables should be sized at 1 column (width 7.5cm) or 2 columns (width 16.5cm)  

and be inserted into the text. 

࣭The letters of the title and the explanation of figures and tables should be in 8 point font. 

࣭Figures should be created using jpg, gif or png formats.  This also applies to photographs.   

Direct copying and pasting from Microsoft Excel or PowerPoint is also acceptable. 

� � � � � � ࣭Sequential numbers should be added to each figure in the article and e.g. “Fig 1.” and the  

title of the figure should be centered directly below each figure. 

� � � � � � ࣭Sequential numbers should be added to each table in the article and e.g. “Table 1.” and the   

title of the table should be written directly above the table to the left. 

� � � � (Ϲ) Without the template 

࣭� The article should be presented in the following order: title, name of the author, affiliation, abstract, 

keywords, figures, tables, text, references. 

࣭� The text and references should be one-columned, 35 lines in 10 point font and everything else should 

be in one column. 

࣭� The top and bottom margins should be set at 25mm and the left and right margins should be set at 

20mm.  Margins will be used by the editorial committee to display page numbers, the name, volume 

and number of the journal and the dates of receipt and acceptance. 

࣭� The title should be in 16 point font. 

࣭� The typeset for English text should be Times New Roman. 

࣭� Insertion of Diagrams: 

࣭Sequential numbers should be added to each figure in the article and e.g. “Fig 1.” and the  

title of the figure should be centered directly below each figure. 

� � � � � � ࣭Sequential numbers should be added to each table in the article and e.g. “Table 1.” and the   

title of the table should be written directly above the table to the left. 

7) Numbers enclosed in circles, roman numerals and similar machine-dependent characters should 

not be used. 

8)  If the author is Japanese, the Japanese title of the article, the name of the author in Japanese, the 

name of the affiliation in Japanese and an abstract in Japanese should be attached. 

 

(2)� Description of References 

Descriptions of references should be based on the “Uniform Requirements for Manuscripts Submitted to 

Biomedical Journals” (i.e. ‘Vancouver style’). 

1)� When references are cited, superscript expressed as 1), 2) etc. should be added in the citation area and 

the citations should be listed in order at the end of the article. 

2)� The description style should be as follows: 

࣭� Articles in journals: The name of the author. the title of the article. the title of the journal year; 

volume (number):pages.  Pages should be in numbers. 

࣭� Books: The name of the author. the title of the book. version. the name of the editor. place of 

publication: publisher; year. pages. 
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࣭� Newspaper articles: The name of the author. the title of the article. the title of the newspaper (edition). 

date: section: location(column number).  If the name of the author was not stated, it may be omitted. 

࣭� Web sites: The name of the author. the title: the subtitle. place of publication: publisher; date of 

publication [updated date; cited date]. URL. 

3)� Names of authors in references should be as follows: 

If there are 5 or fewer authors, the last names and initials of the authors should be written.  If there 

are 6 or more authors, the last names and initials of the first five authors and “et al.” should be 

written. 

4)� Typeset for references is the same as for the main text. 

 

4.� Copyrights 

(1)� The copyrights of all articles and content of the journal (including the online version on the web site) are 

reserved by the society. 

(2)� Before using diagrams and highly original items published in the journal, users must apply for 

permission from the editorial committee of the journal.  (E-mail applications will not be accepted.) 

(3)� An application for permission should include:  

1.� The volume, number, pages, year, title of the article, the name of the first author listed and the page 

number or number of the diagram for which permission is sought. 

2.� The purpose of use. 

3.� The full name, address, telephone and fax number, e-mail address and signature of the applicant. 

     (4)  Diagrams and other items for which permission for use is granted must be stated as a citation from the 

original article in footnotes or references. 

 

September 28, 2014 
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岩手看護学会誌　論文投稿のご案内

　岩手看護学会では，岩手看護学会誌を年 2回発行しております．冊子体としての発刊のほかに，インターネッ
トに対応した電子体でも発刊しております．また，「医学中央雑誌」に掲載されております．
　論文には，「総説」「原著」「事例報告」「研究報告」「短報」「その他」と種類があります．院内でとりくまれて
いる看護研究や日々のかかわりをまとめた事例研究，普段から取り組んでいる業務の改善などを，論文としてまと
めてみてはいかがでしょうか．
　岩手看護学会誌は，みなさまからの投稿で成り立っております．岩手看護学会では，みなさまの論文投稿の支
援を，論文投稿支援窓口と編集委員会が行っております．
　みなさまからの論文の投稿をお待ちしています．

　支援窓口，支援内容，問い合わせ先
●　論文投稿支援窓口

　論文の執筆に関する相談をお受けします．
　担当者：武田利明，菊池和子

●　連絡先：shien@isns.jp　 
●　編集委員会

　投稿から校正までをお手伝いします．
　担当：岩手看護学会編集委員会
　連絡先 : regist@isns.jp（論文投稿のメールアドレスと同じ )
 

 

執筆
•論文の本文や図表を
　執筆・作成する

•投稿規程、執筆要項に
　従って投稿する

•査読者からのコメントを
　受けて論文を修正する

•論文が学会誌に掲載！

投稿

査読

受理

論文投稿の流れと本学会の投稿支援
論文投稿
支援窓口

編集委員会
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 １月

●岩手看護学会「めんこいセミナー」
テーマ：臨床における看護研究のコツ（仮）
講　師：川口孝泰 氏（筑波大学医学医療系教授）
日　時：平成 27 年 1 月 24 日（土）10：00 ～ 12：00
会　場：岩手県民情報交流センター（アイーナ）8 階 812 会議室
主　催： 岩手看護学会
参加費：岩手看護学会会員（無料）、非会員（1,000 円）
問い合わせ / 申し込み先：メールまたは FAX でお願いいたします。①ご勤務先の施設名 ･

②ご所属 の部署 ･ ③職種 ･ ④お名前のふりがな ･ ⑤お名前 ･ ⑥ご住所（ご勤務先
/ ご自宅）･ ⑦電話 番号を記載の上、お申し込みください。

メール：iwatekango@ml.iwate-pu.ac.jp　（岩手看護学会庶務）
F A X：019-694-2273

 ２月

●第 4 回　岩手呼吸リハビリテーションセミナー
　日　時：平成 27 年 2 月 1 日（土）9：00 ～ 16：00（受付　8：30）
　場　所：岩手医科大学　附属循環器医療センター　9 階 1 番講義室
　受講料：5000 円（資料代込み）
お申込み方法：①ホームページのメールフォームまたは②別紙ＦＡＸ申込み用紙、にてお

申し込みください．1 週間以内に返信いたしますので，お待ちください．
　メール：http://www.geocities.jp/iwate_clinical_reha/index.html

●第 26 回岩手公衆衛生学会学術集会
　日　時：平成 27 年 2 月 21 日（土）
　場　所：岩手医科大学　附属循環器センター　8階　研修室
　参加費：1,000 円
　問合せ先：岩手公衆衛生学会　
　　　　　　　URL：http://phealth.iwate-med.ac.jp/iwakou/
　　　　　　　岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座内　TEL：019-651-5111

 ３月

●平成 26 年度　岩手県立大学大学院看護学研究科　学位論文発表会
　期　日：3 月 16 日（月）
　会　場：いわて県民情報交流センター 7 階　岩手県立大学アイーナキャンパス
　問合せ先：岩手県立大学大学院看護学研究科　019-694-2200

岩手県内で開催予定の学会・研修会・勉強会のご案内
― 2015年１月以降 ―
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編　集　後　記

岩手看護学会誌第 8巻 2号を皆様にお届けできますことを大変うれしく思っております．今回は原著論文 1編，
研究報告 3編のご投稿をいただきました．発刊にあたり，執筆者ならびに査読していただいた皆様の多大なるご協
力をいただきましたことに深く感謝いたします．
委員会では会員の皆様に学術集会での多くの研究成果の発表，そして論文投稿へとつなげていただきたいと考え
ております．そこで，テンプレートの様式にこだわらずに投稿していただけるよう，投稿規則を見直しました．今
年度の学術集会では，テンプレート以外の様式での投稿も可能となったこと，論文作成に対する相談窓口紹介等の
内容を盛り込んだ，投稿を呼びかけるちらしを参加者へ配布いたしました．また学会誌には論文作成に関する具体
的な方法等をお伝えする「論文投稿促進講座」も連載しております．今後も学会誌の充実に向けて活動してまいり
たいと思っております．皆様からのより多くのご投稿をお待ちしています．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大谷　記）

編集委員
　アンガホッファ司寿子　　上林美保子（委員長）　　大谷良子　　蛎崎奈津子（副委員長）　　鈴木美代子　　　
　高橋有里　　田口美喜子　　箱石恵子　　藤澤由香　　松本知子（副委員長）

　（五十音順）
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